
No. A1

13 -st1- 14
27 -2nd- 12
18 -3rd- 21
20 -4th- 17

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

12 * 7 1 4 2 3 0 0 2 0 0 0 0 4 0 0
1 * 4 0 0 2 4 0 0 3 1 4 5 0 1 0 0
3 * 8 2 5 1 5 0 0 3 1 3 4 0 0 0 0
6 * 15 3 6 3 6 0 0 4 0 2 2 0 0 0 0
8 - - - - - - - - - - - - - - -

11 8 0 1 3 6 2 2 1 1 3 4 0 3 0 0
13 13 0 0 5 11 3 7 1 1 0 1 0 0 0 0
14 6 1 3 0 1 3 4 4 0 2 2 0 0 0 0
16 - - - - - - - - - - - - - - -

19 - - - - - - - - - - - - - - -
21 6 0 0 3 3 0 1 1 1 1 2 0 1 0 0
23 * 11 0 0 4 12 3 4 4 3 4 7 0 1 0 0
35 - - - - - - - - - - - - - - -
85 - - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - - -
                
                
                
                
                

   0    
合　　計 78 7 19 23 51 11 18 23 8 19 27 0 10 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

23 - - - - - - - - - - - - - - -
5 - - - - - - - - - - - - - - -
7 * 9 1 3 3 5 0 1 5 0 6 6 0 0 0 0
9 - - - - - - - - - - - - - - -

10 - - - - - - - - - - - - - - -
11 2 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
13 - - - - - - - - - - - - - - -
15 * 18 0 1 5 12 8 11 1 2 6 8 0 1 0 0
16 - - - - - - - - - - - - - - -
17 * 12 0 1 6 8 0 2 4 3 4 7 0 2 0 0
18 - - - - - - - - - - - - - - -
21 - - - - - - - - - - - - - - -
24 * 10 2 2 2 4 0 0 2 0 3 3 0 5 0 0
51 * 13 0 0 5 12 3 6 5 1 7 8 0 4 0 0
52 - - - - - - - - - - - - - - -

                
                
                
                
                

  1 1    
合　　計 64 3 9 22 46 11 20 20 6 29 35 0 13 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

大会名称：

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

開始時間：

終了時間：

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

○ ●

78 64

フリースロー

フィールドゴール

％:

まとめ
開始から富士大はオールコートプレスを仕掛け、取ったボールを速攻につないでいく。一方、東北学院
大はドライブやゴール下で得点を重ねていく。後半になると、富士大のディフェンスはより一層厳しくな
り、差が縮まらない。またファールが重なり、東北学院大＃７、＃５１がファールアウトしてしまう。そのま
ま、富士大が突き放し、６４－７８で勝利した。
第一ピリオド
序盤、富士大は激しいディフェンスで相手のミスを誘っていき、＃６のスリーポイント、＃１３のドライブで
得点を取る。対する東北学院大も＃５１を中心に攻め、点を取っていく。しかし、両チームともディフェン
スが固く１４－１３と東北学院大1点リードで第１Ｑ終了。
第二ピリオド
富士大学は引き続きプレスディフェンスを仕掛け、＃３のスリーポイント、＃１のジャンプシュートで逆転
し、＃２１の連続得点でリードする。東北学院大はミスが目立ち得点が止まる。終了間近東北学院大＃
１７、＃２４がシュートを決めるが、富士大がスティールからの連続得点で第２Ｑ終了。２６－４０と富士
大リードで前半を折り返す。
第三ピリオド
開始早々、東北学院大＃５１がシュートを決める。富士大は＃２３のバスカン、＃３のスリーポイントで
リードを広げる。しかし、東北学院大も＃１7、＃１５の強気の攻めでシュートを決める。その後は一進一
退の展開となるが、東北学院大＃７がファールアウトで退場してしまう。終了直前、富士大＃６のスリー
ポイントも決まり、４７－５８と富士大リードで第３Ｑ終了。
第四ピリオド
両チームとも固いディフェンスから速攻につなぎ点を取っていくが、残り5分で東北学院大＃５１がファー
ルアウトとなってしまい、富士大＃１２、＃１４の速攻で一気にペースをつかむ。タイムアウト後に東北
学院大も＃１７、＃２４のシュートで粘るが差は縮まらず、６４－７８で富士大が勝利した。

担当者：（） 東北大学バスケットボール連盟
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第14回東北大学バスケットボールリーグ
兼全日本大学バスケットボール選手権大会 東北地区予選会
東北学院大学　泉キャンパス体育館
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(一部　2位)

伊藤杏奈
三浦沙紀

松浦愛

釜澤怜子

ポイント

No. S

選手名 PTS

富士大学

PTS

廣瀬由紀子

 

春日理璃子
古川絵梨
竹内由佳

45.1%

MIN

コミッショナー： 佐々木桂二

 

 

主審：
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副審：

 

2013(H25)年8月30日 (金)

15:00

富士大学 東北学院大学
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